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ョ
ン
は
我
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

建
設
業
界
に
お
い
て
も
、
国
土
交
通
省
主
導
の
下
で 

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ※

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
評
価
が
行
わ
れ
、

将
来
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
構
想
に
対
応
し
た
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
環
境
省
に
よ
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
試
算
で
は
、
適
用
条
件
の
制
約
は
あ

る
も
の
の
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
断
熱
材
・
断
熱

硝
子
等
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
大

き
な
解
決
策
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
住
宅
・
建
築

物
の
断
熱
改
修
に
は
、
実
務
上
改
修
誘
導
、
建
替
誘
導

の
区
分
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
る
が
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（H
om
e Energy M

anagem
ent System

）
や
Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ（Building Energy M

anagem
ent System

）

の
導
入
と
と
も
に
、
新
し
い
素
材
技
術
・
工
法
の
採
用

に
よ
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（Zero Energy Building

）
の
推
進

が
重
要
で
あ
る
。
環
境
技
術
・
環
境
工
学
は
広
範
囲
の

技
術
領
域
に
及
ぶ
た
め
、
広
い
視
野
に
た
っ
た
技
術
展

開
が
望
ま
れ
る
。

　

本
学
の
建
築
・
土
木
系
学
科
は
、
初
代
校
長
で
あ
る

建
築
家
・
片か

た

岡お
か

安や
す
し

の
「
都
市
計
画
の
科
学
的
考
察
」
へ

の
思
い
を
込
め
た
伝
統
を
誇
る
。
そ
の
精
神
は
今
も
息

づ
き
二
〇
一
七
年
四
月
に
開
設
す
る
地
上
二
二
階
建
て

の
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
民
間
の
建
物
と
し
て
日
本
で

初
め
て
「
低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
」
の
認
定
を
受

け
た
こ
と
は
本
誌
二
〇
一
五
年
一
二
月
号
で
紹
介
さ
れ

た
。
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
「
都
市
計
画
」
の
先
駆
け
と

し
て
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

今
、
地
球
環
境
問
題
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際

的
な
政
府
間
機
構
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（Intergovern-

m
ental Panel on Clim

ate Change

）
は
、
最
新
の

報
告
書
（
Ａ
Ｒ
5
：Fifth A

ssessm
ent Report

）
の

中
で
、
地
球
温
暖
化
が
我
々
の
生
活
へ
も
た
ら
す
影
響

が
危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
。
昨
年
、

議
長
国
の
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
二
一
回
気
候
変

動
枠
組
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
で
は
、
ポ
ス
ト
京

都
議
定
書
と
し
て
「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
た
。
注

目
す
べ
き
点
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
二
酸
化
炭
素
の

回
収
を
条
件
と
し
た
石
炭
火
力
発
電
が
認
め
ら
れ
、
柔

軟
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効

率
利
用
・
安
定
供
給
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
大
規
模
発
電
の
高
効
率
化
だ
け
で
な
く
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
採
用
、
燃
料
電
池
・
蓄
電
設
備
な
ど

の
ロ
バ
ス
ト
性
の
高
い
分
散
型
電
源
の
導
入
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
等
、
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
特
に
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
と
っ
て
、

材
料
・
デ
バ
イ
ス
技
術
の
革
新
は
欠
か
せ
な
い
。
例
え

ば
二
〇
一
二
年
か
ら
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
フ
ィ
ル
ム
状

の
有
機
Ｌ
Ｅ
Ｄ（O

rganic Light Em
itting D

iode

）

が
、
東
急
電
鉄
自
由
が
丘
駅
の
照
明
に
導
入
さ
れ
実
証

研
究
が
進
ん
で
い
る
。
本
技
術
は
将
来
の
建
築
物
の
内

装
、
あ
る
い
は
建
造
物
そ
の
も
の
の
形
を
変
え
て
い
く

可
能
性
が
あ
る
。
材
料
デ
バ
イ
ス
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
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